
                  

◎
今
年
度
の
レ
イ
カ
デ
ィ
ア
大
学
同 

窓
会
の
活
動
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。 

日
頃
か
ら
同
窓
会
の
活
動
に
ご
協

力
を
頂
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

当
同
窓
会
の
目
的
は
会
員
相
互
の
親

睦
と
積
極
的
な
地
域
活
動
で
す
。 

高
島
支
部
で
は
新
入
会
員
の
減
少

と
高
齢
化
の
為
、
会
員
減
少
が
問
題

化
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
会
員
が

減
少
し
て
も
積
極
的
で
楽
し
い
活
動

を
目
標
に
取
り
組
ん
で
み
た
い
と
考

え
ま
す
。
本
年
度
も
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す 

       

   

＊
４
月
１
６
日
総
会
参
加
の
皆
さ
ん
で
す
。 

◎
支
部
の
行
事
案
内 

⑴
第
４
７
期
生
学
生
募
集
資
料
配
布 

期
間
：
７
月
１
日
～
７
月
３
１
日 

高
島
支
部
要
項
配
布 

６
月
１
日
（
日
）
午
後
２
時
～ 

至
：
今
津
平
和
堂 

６
月
８
日
（
日
）
午
後
２
時
～ 

至
：
安
曇
川
平
和
堂 

☞

皆
様
の
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。 

⑵
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会 

 

日
時
：
６
月
２
４
日
午
前
９
時
～ 

 

場
所
：
安
曇
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー 

 
 

※
参
加
者
は
別
途
確
認
し
ま
す 

 
 

※
１
０
月
は
別
途
計
画
し
ま
す
。 

⑶
国
ス
ポ
・
バ
ラ
ン
テ
ィ
ア 

期
間
：
９
月
２
８
日
～
１
０
月
８
日 

参
加
者
：
５
名 

⑷
び
わ
湖
一
斉
清
掃
活
動 

 

日
時
：
９
月
２
２
日
（
日
） 

 

場
所
：
萩
の
浜…

昨
年
と
同
場
所 

 
※
参
加
者
は
別
途
案
内
し
ま
す 

⑸
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
除
草
剪
定
作
業 

 
 

 

場
所
：
こ
ど
も
若
者
応
援
ス
ペ
ー

>

（
ミ
ラ
ク
ル
）
旧
や
す
ら
ぎ
荘 

 

日
時
：
１
０
月
実
施
予
定 

 
 

※
参
加
者
は
別
途
案
内
し
ま
す 

⑹
新
入
会
員
歓
迎
会
＆
研
修
旅
行 

 

※
詳
細
は
別
途
案
内
し
ま
す 

⑺
会
員
文
化
作
品
展 

 
 

１
１
月
に
実
施
予
定 

 

※
発
表
者 

⑻
地
域
活
動
事
例
発
表
会 

 

日
時
：
１
１
月
実
施
予
定 

 

※
新
旭
地
区
の
湯
浅
清
明
様
に
お

願
い
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た 

 

❖
フ
レ
イ
ル
に
つ
い
て 

 

先
日
、
同
窓
会
本
部
総
会
で
「
軽

度
認
知
障
害
（
Ⅿ
Ｃ
Ｉ
）
の
予
防
に

つ
い
て
の
講
義
を
受
講
し
ま
し
た
。 

生
成
Ａ
Ｉ
（Copilot

）
で
は
次
の
よ

う
に
解
説
し
て
い
ま
す
。「
軽
度
認
知

障

害

（

Mild 
Cognitive 

Impairment

）
は
記
憶
や
思
考
力
に

わ
ず
か
な
低
下
が
み
ら
れ
る
も
の
の
、

日
常
生
活
に
は
お
い
翁
支
障
が
な
い

状
態
を
指
し
ま
す
。
認
知
症
ほ
ど
し

ん
こ
く
で
は
な
い
も
の
の
、
将
来
的
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に
進
行
す
る
可
能
性
が
あ
る
た
め
注

意
が
必
要
で
す
。」 

 

認
知
症
に
な
っ
て
し
ま
え
ば
回
復

は
望
め
な
い
し
悪
化
が
進
み
ま
す
が
、

MCI

の
時
点
で
、「
認
知
機
能
の
低
下

予
防
の
生
活
習
慣
」
を
実
践
す
る
こ

と
に
よ
り
回
復
も
し
く
は
状
態
維
持

が
望
め
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
認

知
機
能
の
低
下
予
防
の
生
活
習
慣
の

例
は
次
の
通
り
で
す
。 

一
．
適
度
な
運
動 

二
．
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
事 

三
．
脳
の
活
性
化 

四
．
社
会
的
交
流 

五
．
十
分
な
睡
眠 

 
 

 

高
齢
者
が
注
意
す
る
事
ば
か
り
で

す
ね
。
厚
労
省
の
「
あ
た
ま
と
か
ら

だ
を
元
気
に
す
る
Ｍ
Ｃ
Ｉ
ハ
ン
ド
ブ

ッ
ク
」
に
詳
し
い
解
説
が
記
載
さ
れ

て
い
る
の
で
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。 

 

１
０
年
ほ
ど
前
に
「
フ
レ
イ
ル
」

に
つ
い
て
学
ん
だ
こ
と
が
あ
り
ま
し

た
が
、
Ｍ
Ｃ
Ｉ
は
認
知
機
能
の
フ
レ

イ
ル
で
す
ね
。
更
に
「Copilot

」
で

「
フ
レ
イ
ル
」
に
つ
い
て
確
認
し
ま

し
た
。 

 

「
フ
レ
イ
ル
（Frailty

）
と
は
、

加
齢
に
伴
い
心
身
の
活
力
が
低
下
し
、

健
康
な
状
態
と
要
介
護
状
態
の
間
に

あ
る
「
虚
弱
な
状
態
」
を
指
し
ま
す
。

適
切
な
介
入
や
支
援
に
よ
っ
て
改
善

で
き
る
可
能
性
が
あ
る
た
め
、
早
め

の
対
策
が
重
要
で
す
。
フ
レ
イ
ル
の

主
な
特
徴
：
身
体
的 

認
知
症 

社
会
的
」 

 

要
は
、
正
常
な
高
齢
者
は
常
に
「
フ

レ
イ
ル
」
の
危
機
に
立
っ
て
い
る
。

「
フ
レ
イ
ル
」
を
回
避
す
る
に
は
良

好
な
食
事
、
運
動
、
睡
眠
が
必
要
で

あ
り
、
更
に
社
会
活
動
が
重
要
で
あ

る
こ
と
を
再
認
識
し
ま
し
た
。 

 

２
０
２
５
・
０
５
．
２
４
記 

 

投
稿 

西
澤
幸
夫 

 

◎
「
高
島
通
信
」
原
稿
募
集
中
！ 

皆
様
の
投
稿
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

投
稿
先
西
澤
ま
で
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

n
is

iyu
k
i@

s
e
a
.p

la
la

.o
r.jp
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